
５
月
22

日

沖
高
教
育
振

興
事
業
の
一

環
と
し
て
、

日
本
商
業
教

育
振
興
会
理

事
・
高
崎
商

科
大
学
Ｐ
Ｃ

Ｄ
プ
ロ
グ
ラ

ム
サ
ポ
ー
ト
室
長
の
公
認
会
計
士

小
島
一
富
士
先
生
を
お
招
き
し
て
、

商
業
科
全
員
に
講
演
会
を
実
施
し

た
。
「
社
会
に
お
け
る
簿
記
会
計

の
重
要
性
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
70

分
と
い
う
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
る
程
、
熱
の
こ
も
っ
た
お

話
で
あ
っ
た
。

簿
記
会
計
の
素
晴
ら
し
さ
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
簿
記
会
計
が
企

業
そ
し
て
人
を
救
う
、
と
い
う
言

葉
に
改
め
て
商
業
と
い
う
教
科
を

教
え
る
教
員
と
し
て
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
が
し
た
。
同
時
に
生

徒
も
自
分
た
ち
が
日
々
学
習
を
し

て
い
る
こ
と
に
大
き
な
自
信
を
得

た
よ
う
に
思
う
。

先
生
は
「
人
間
力
の
５
つ
の
要

素
で
あ
る
、
『
志
・
努
力
・
感
謝
・

謙
虚
・
素
直
』
を
大
事
に
し
な
が

ら
、
誰
の
代
わ
り
に
も
な
る
こ
と

の
で
き
な
い
取
替
不
能
な
人
財
に

な
れ
る
よ
う
、
楽
し
み
な
が
ら
簿

記
会
計
を
学
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
。
」

と
生
徒
た
ち
を
勇
気
づ
け
た
。

講
演
会
終
了
後
、
校
長
室
で
先

生
か
ら
日
商
２
級
受
験
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
た
３
年
生
の
根
釜
翔

君
は
「
２
級
は
全
商
簿
記
と
違
い

文
章
を
読
み
取
る
こ
と
が
と
て
も

大
変
だ
。
講
話
で
更
に
志
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
た
。
簿
記
の
力
が

あ
れ
ば
会
社
を
救
う
こ
と
が
出
来

る
と
知
り
、
社
会
貢
献
で
き
る
よ

う
日
々
努
力
し
た
い
」
と
話
し
、

ま
た
中
村
麻
圭
さ
ん
は
「
『
日
商

２
級
は
ひ
ら
が
な
だ
よ
。
す
ら
す

ら
解
け
る
く
ら
い
簿
記
と
向
き
合

い
な
さ
い
』
と
励
ま
し
て
く
れ
た

先
生
の
言
葉
に
、
こ
の
島
で
唯
一

商
業
を
学
べ
て
い
る
こ
と
に
心
か

ら
感
謝
し
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

講
演
を
聴

い
た
生
徒
の

中
か
ら
、
未

来
の
公
認
会

計
士
が
誕
生

し
、
沖
永
良

部
の
発
展
に

貢
献
す
る
こ

と
を
願
っ
て

い
る
。

５
月
14
日
（
木
）
生
徒
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。
生
徒
総
会
は
、
学

校
生
活
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る

た
め
に
、
生
徒
一
人
一
人
が
考
え
、

生
徒
た
ち
自
身
の
手
で
運
営
さ
れ

る
会
で
あ
る
。
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
意
見
が

出
や
す
い
よ

う
に
話
し
合

い
の
形
態
を

工
夫
し
、
３

年
生
を
中
心

と
し
て
「
授

業
態
度
を
改

善
す
る
に
は
」

「
交
通
違
反
を
な
く
す
に
は
」
と

い
う
議
題
に
つ
い
て
活
発
な
討
議

が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
執
行
部
か

ら
の
会
務
報
告
に
加
え
、
今
年
度

は
各
常
任
委
員
会
か
ら
の
活
動
計

画
報
告
が
行
わ
れ
、
今
ま
で
以
上

に
生
徒
が
主
体
と
な
っ
て
学
校
を

動
か
し
て
い
る
様
子
が
見
て
取
れ

た
。
さ
ら
に
、
予
算
・
決
算
の
報

告
、
学
校
へ
の
要
望
の
採
決
も
行

わ
れ
、
真
剣
に
会
に
参
加
し
て
い

た
。
こ
の
総
会
を
機
に
、
生
徒
一

人
一
人
が
こ
の
学
校
を
支
え
て
い

る
と
い
う
自
覚
を
も
ち
、
自
分
に

で
き
る
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
今

後
の
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
っ
て

ほ
し
い
。

５
月
13
日
（
水
）
中
間
考
査
２

日
目
に
防
災
避
難
訓
練
が
実
施
さ

れ
た
。
前
日
の
12
日
に
台
風
が
、

13
日
午
前
６
時
頃
に
は
青
森
県
で

震
度
５
強
の
地
震
が
起
き
る
な
ど

自
然
災
害
に
対
す
る
意
識
を
高
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
お

り
、
そ
の
気
持
ち
が
避
難
訓
練
で

の
動
き
に
も
表
れ
て
い
た
。

沖
永
良
部
与
論
地
区
広
域
事
務

組
合
消
防
本
部
の
鍋
田
さ
ん
は
、

講
話
の
中
で
、
自
然
災
害
で
最
も

怖
い
災
害
は
地
震
で
あ
り
、
地
震

が
も
た
ら
す
津
波
は
火
事
な
ど
様
々

な
災
害
の
引
き
金
に
な
る
と
注
意

を
喚
起
し
た
。
ま
た
、
東
日
本
大

震
災
で
の
津
波
の
ス
ピ
ー
ド
は
時

速
115
キ
ロ
で
あ
り
、
沖
永
良
部
高

校
の
海
抜
33
メ
ー
ト
ル
か
ら
避
難

す
る
時
は
大
山
を
目
指
す
こ
と
と
、

逃
げ
る
際
に
は
孤
立
し
な
い
よ
う

に
人
が
集
ま
る
所
を
目
指
す
よ
う

指
導
し
て
く
れ
た
。

校
長
は
、
災
害
に
は
人
為
的
災

害
と
自
然
災
害
の
２
種
類
あ
り
、

人
為
的
災
害
は
普
段
の
心
掛
け
で

防
ぐ
こ
と
は
で
き
る
も
の
の
、
い

つ
ど
こ
で
ど
ん
な
時
に
起
き
る
か

わ
か
ら
な
い
自
然
災
害
で
は
、
普

段
か
ら
非
常
口
な
ど
の
確
認
や
確

保
を
す
る
こ
と
が
安
心
安
全
に
少

し
で
も
つ
な
が
る
。
『
備
え
あ
れ

ば
患
い
な
し
』
と
充
分
な
準
備
が

大
切
で
あ
る
と
話
さ
れ
た
。

人
が
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
と
き
は
、

『
準
備
し
て
い
な
い
、
予
測
し
て

い
な
い
こ
と
が
瞬
間
的
に
発
生
し

た
時
』
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
普

段
か
ら
、
防
災
に
対
す
る
意
識
を

高
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ

た
。
ど
ん
な

災
害
が
起
こ

る
か
分
ら
な

い
日
常
だ
か

ら
こ
そ
、
不

測
の
事
態
に

対
応
で
き
る

態
度
を
身
に

付
け
た
い
。
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取
り
替
え
不
能
な
人
財
に
な
ろ
う

小
島
一
富
士
先
生
講
演
会

５月19～26日はいじめについて考える週間となって

いる。ネットによる嫌がらせやいじめが増えている昨

今、初日に『ネット犯罪とトラブルについての対応と

対策』という題目で合同ＬＨＲを行った。沖永良部警

察署の上原洋見氏が来校され，様々な角度からネット

上の犯罪やトラブルの事例，それぞれの問題の対応や

対策，さらにトラブルにあわないための具体的な対策

などを話していただいた。

講演は，高校生の大半が所持している携帯電話，特

にスマートフォンによる出会い系サイトの恐怖を中心

としたビデオから始まった。『自分は大丈夫』や『友

達がしているから』と注意力が散漫になると被害者に

なるだけでなく，軽はずみな行為が自分自身を加害者

にしてしまう可能性があると学ぶことができた。実際，

ニュースでも出会い系サイトで知り合って事件や事故

に巻き込まれるケースも報じられており，他人事では

ないことを再認識できた。また，講話の中で，鹿児島

県でも実際にサイバー犯罪の検挙数が出され，ネット

による事件が身近なものであることがわかった。一見

便利な携帯電話も使い方を間違えれば恐ろしい事件に

巻き込まれる可能性がある。事件や事故に巻き込まれ

ないために，自分の情報を安易に公開せず，情報の発

信には責任を持って考えて発信するこ

との大切さを学んだ。今回の講話を聞

き，防犯意識を高め，安心安全で有意

義なネット社会を作っていってほしい。

「安心なネット社会を目指して」～いじめ問題を考える～

生
徒
総
会

★
６
月
行
事
予
定
★

１
（
月
）
Ｓ
Ｈ
Ｒ

特
別
時
間
割
③

教
育
実
習
開
始
（
６
／
26
ま
で
）

２
（
火
）
結
核
検
診
（
１
年
・
職
員
）

３
（
水
）
文
化
祭
準
備
（
45
分
授
業
）

検
尿
（
２
次
）

４
（
木
）
沖
高
立
志
塾
（
１
年

６
・
７
限
）

６
（
土
）
進
研
マ
ー
ク
（
３
普
）

７
（
日
）
進
研
マ
ー
ク
（
３
普
）

英
検
１
次

開
陽
ス
ク
ー
リ
ン
グ

８
（
月
）
文
化
祭
振
替
休
日

９
（
火
）
全
校
朝
礼
（
服
装
容
儀
検
査
・

九
州
大
会
壮
行
会
）

沖
同
教
基
礎
講
座
及
び
総
会

（
和
中
・
あ
か
ね
ホ
ー
ル
）

10
（
水
）
安
全
点
検
日

11
（
木
）
せ
り
よ
さ
カ
ッ
ト

12
（
金
）
文
化
祭
準
備
・
会
場
作
成

13
（
土
）
第
58
回
文
化
祭

14
（
日
）
日
商
簿
記

開
陽
ス
ク
ー
リ
ン
グ

15
（
月
）
全
体
朝
礼

６
月
分
諸
会
費
納
入
期
限

17
（
水
）
交
通
安
全
の
日

18
（
木
）
宅
習
時
間
調
査
（
～
６
／
25
）

19
（
金
）
火
曜
授
業

（
45
分
授
業

７
限
カ
ッ
ト
）

20
（
土
）
土
曜
課
外
（
１
・
２
年
普
全
）

小
論
文
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
３
年
全
）

吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

（
あ
し
び
の
郷
）

21
（
日
）
珠
算
・
電
卓
実
務
検
定

22
（
月
）
学
年
朝
礼

第
１
回
沖
高
教
育
振
興
協
議
会

第
１
回
学
校
関
係
者
評
価
委
員
会

23
（
火
）
生
徒
会
立
会
演
説
会
（
７
限
）

28
（
日
）
簿
記
実
務
検
定

開
陽
ス
ク
ー
リ
ン
グ

29
（
月
）
期
末
考
査
①

30
（
火
）
期
末
考
査
②

日
常
の
備
え
が
肝
心
！

～
防
災
避
難
訓
練
～
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